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いる担当の教員に巡回してもらいたい」とのご意見をいただくこともあったため，2012 年 5 ～ 6 月に
巡回・帰校日体制についてのアンケ トー調査を実施した 2）。
　アンケ トー調査は，2012 年度に本学が相談援助実習を依頼し，実習生を受け入れてくださった






















5第 8 号　2013（平成 25）年度
相談援助実習指導に関する探索的研究　－IT機器を活用した試み－
　少ないながらもいくつかの先行研究を概観したい。福富 4）らは，新カリキュラム下において実習





























あり，うち最近 10 年（2002 ～）の研究は 25 本であった。内訳は，テレビ電話を活用した高齢者

































は２施設ともに有線LANを使い，大学側はモバイル Wi-Fiル ターー を使って接続することにした。
　実習生は、実習開始早 (々実験本番 1 週間ほど前）に，実習担当教員ではない教員による巡






かったためである。本番は，地域包括支援センター はH24 .8.17，障害者支援施設はH24 .8.24 に
行った。遠隔地指導ではあるが，通常の巡回通り，コミュニケーション機器を通して，実習生と教




















者は実習生 2 名（共同研究者である松本と筆者のクラスより各 1 名）とそれぞれの実習先である
地域包括支援センター （高齢者の相談援助）と障害者支援施設（知的障害者施設）の指導者であ







　今回の実験には，カメラ，マイク，スピ カーー，有線・無線LAN を内蔵しながら，A4 サイズで薄
型（40㎜），1.6kgとコンパクトで軽量なため，持ち運びが簡単で施設の限られたスペースでも設置
が容易である，RICOH Uniﬁed Communication System P3000（以下，コミュニケーション機器）を
使用した。コミュニケーション機器の概観については，写真１を参照されたい。
　このコミュニケーション機器は，図１に示すように，複数の拠点をインター ネット（有線LAN に加え，




　画像は，130 万画素の高解像度のため大変クリアである。実際の使用状況は，写真 2 のとおり































　実験本番の遠隔地指導は 2 施設とも1 時間～ 1 時間半で終わった。実習指導者および実習











































































































































































































































































 3） 国立情報学研究所 学術情報ナビゲータCiniiのホームページ，http://ci.nii.ac.jp/，2012/3/25











見直しに関するQ＆A，平成 20 年 7 月，問 21，p13.
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co.jp/ucs/P3000/，2012/3/25
11） 磯川舞子,伊藤春樹：社会福祉実習教育へのテレビ会議システム導入の試み，愛知淑徳大学論集.福祉貢献学
部篇，2：pp.27-34，2012.
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